
霞ヶ浦導水事業の検証にかかる工期及び総事業費の点検の考え方(案)

【点検の主旨】

・この検討は、今回の検証のプロセスに位置づけられている「検証対象ダム

事業等の点検」の一環として行っているものであり、現在保有している技

術情報等の範囲内で、今後の事業の方向性に関する判断とは一切関係なく、

現在の事業計画を点検するものです。

・また、予断を持たずに検証を進める観点から、ダム事業の点検及び他の新

規利水、流水の正常な機能の維持、水質浄化の代替案のいずれの検討に当

たっても、さらなるコスト縮減や工期短縮などの期待的要素は含まないこ

ととしています。なお、検証の結論に沿っていずれの対策を実施する場合

においても、実際の施工に当たってはさらなるコスト縮減や工期短縮に対

して 大限の努力をすることとしています。

１．工期の点検

平成19年度以降現時点までに得られている 新の事業進捗状況等を踏まえ、

検証完了時期から事業完了までに要する取水施設工事、導水施設工事等の必要

な工程を、以下の観点から算定した。

・取水施設工事、導水施設工事等については、可能な限り速やかに入札契

約手続に着手し、必要な工程を確保することを想定。

・補償等の工程は、事業完了までに必要な補償等を完了させることを前提

２．総事業費の点検

【現計画の内容の点検】

平成19年度以降現時点までに得られている取水施設工事、導水施設工事の実

施設計等の新たな情報も踏まえ、残事業費について、以下の観点から算定した。

・実施済額については、契約実績等を反映。

・設計数量の精度が向上した項目は、それを反映（地質条件、工法変更に伴

うものを含む）。

・物価の変動を反映。

【事業検証に伴う要素の点検】

工期遅延に伴う要素（工事諸費、完成施設の維持管理など年数の経過ととも

に増額）

【その他】

総事業費については、気象、地盤条件等の自然条件及び試験通水結果等に

より変動する可能性がある。
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